
(1) PTAだ より「松 並 木」 令和元年 5月 31H(金 )
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昨
年
度
に
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
石
田
知
也
で
す
。
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
、

職
員
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

ど
ん
な
思
い
を
持

っ
て
い
ま
す
か
。
忙
し
い

毎
日
、
正
直
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
な
か
な
か
大
変

で
す
。
で
も
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は

「
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で

一
生
懸
命
走

っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
感
動
し
、
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」
「学
校
祭
に
参
加
し
て
、

高
校
時
代
を
思
い
出
し
楽
し
み
ま
し
た
」
と

い
う
声
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
私
自
身

も
、
学
校
祭
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
審
査
を
担

当
し
、
ク
ラ
ス

一
九
と
な

っ
て
頑
張
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
大
き
な
刺
激
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
す
る

中
で
、
た
く
さ
ん
の
方
と
繋
が
り
絆
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
の
私
に
と

つ
て
大
き

な
財
産
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
支
え
な
が
ら
、
頼

も
し
い
仲
間
と
と
も
に
七
飯
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
行
事
は
七
月
七
日

（日
）
の
学
校
祭

で
す
。
高
校
は
、
通
学
地
域
も
広
く
知
り
合

い
も
少
な
く
て
、

不
安
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、

ぜ
ひ
思
い
切

っ
て

一
歩
踏
み
出
し

一

緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

約
三
十
年
間
続
い
た

「平
成
」
の
時
代
が

終
わ
り
、
五
月

一
日
か
ら
い
よ
い
よ

「令
和
」

の
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
今
回
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
は
最
長
十
連
体
と
な
る
休
日
、

そ
し
て
新
た
な
時
代
が
始
ま
る
ワ
ク
ワ
ク
感

の
中
で
、
和
や
か
な
祝
賀
ム
ー
ド
を
味
わ
う

こ
と
が
出
来
た
方
々
も
多
い
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
北
海
道
出
身
の
若
手
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
活
躍
が

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
り
は
陸
上
女
子
や

り
投
げ
の
北
口
榛
花
選

手
一
十

一
歳
．
五
月
六

日
、
六
四
メ
ー
ト
ル
三

六
を

マ
ー
ク
し
、
日
本

新
記
録
と
二
〇
二
〇
東

京
五
輪
と
二
〇

一
九
世

界
選
手
権
参
加
標
準
記

録
を
突
破
．
北
口
選
手

は
中
学
校
時
代
ま
で
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
と
し

て
活
躍
。
旭
川
市
内
高

校
入
学
後
、
陸
上
部
の

顧
間
に
才
能
を
見
い
だ

さ
れ
、
や
り
投
げ
選
手

と
し
て
活
躍
、
高
三
時

に
世
界
ユ
ー
ス
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
二
人
目
は
、
尾
札
部
中
出
身
二
十

一
歳

の
卓
球
の
佐
藤
瞳
選
手
（ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
。
先

月
末

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
世
界
卓
球
で

準
決
勝
で
惜
し
く
も
伊
藤

・
早
田
ペ
ア
に
敗

れ
た
も
の
の
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
見
事
な
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
。
い
ず
れ
も
競
技
と
の
出
会

い
や
指
導
者

・
テ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
出
会

い

が
人
生
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

七
飯
高
校
で
も
朗
報
が
続
々
と
入

つ
て
き

て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会
で
女

子
バ
レ
ー
部
が
函
館
支
部
で
初
優
勝
、
硬
式

テ
ニ
ス
北
海
道
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
道
南

予
選

（
Ｕ
ｌ８
）
で
長
ま
な
か
さ
ん

。
田
中
心

奈
さ
ん
の
ペ
ア
が
優
勝
す
る
な
ど
、
日
頃
の

努
力
の
成
果
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
は
日
頃
か
ら
七
飯
高
校
生
と
接
し
て
い

て
強
く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ｃ
そ
れ
は
七

飯
高
校
生
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

様
々
な
出
会
い
を
通
じ
て
そ
の
可
能
性
は
大

き
く
開
花
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
時
代
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
学
生
時

代
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

競
技
や
種
日
、
あ
る
い
は
自
分
の
人
生
を
開

拓
す
べ
く
、
や
る
べ
き
事
と
の
出
会
い
が
必

ず
あ
り
ま
す
ｃ
「令
和
元
年
／
笑
顔
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
／
」
。
高
校
時
代
と
い
う

一
生
の
基

礎
と
な
る
大
切
な
時
に
、
何
か
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
打
ち
込
ん
で
、
友
人
と
切
磋
琢
磨
し
、

友
人
や
恩
師
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
生
涯

に
渡

っ
て
豊
か
な
人
生
を
送

っ
て
ほ
し
い
と

願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

PTA会長

石 田 知 也

校 長
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令和元年 5月 31日 (金 ) PTAだ より「松 並 木」 (2)

Ｐ
丁
Ａ

〈
Ｐ
Ｔ
Ａ
・文
化
体
育
振
興
会
総
会
　
報
告
〉

今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
文
化
体
育
振
興
会
総

会
が
、
平
成
三
十

一
年
四
月
二
十
日

（土
）

午
後
二
時
三
十
分
よ
り
、
本
校
社
会
科
教
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
次
第

は
次
の
と
お
り
で
す
。

ｌ
　
開
会
の
辞

２
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶

３
　
校
長
挨
拶

４
　
議
長
選
出
（中
畑
監
査
を
議
長
に
選
出
）

５
　
議
事

（１
）
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

（２
）
平
成
三
十
年
度
事
業
反
省

（３
）
平
成
三
十
年
度

会
計
決
算
報
告

・
監
査
報
告

（４
）
平
成
三
十

一
年
度

事
業
計
画

。
会
計
予
算
案

（５
）
平
成
三
十

一
年
度
役
員
改
選

６
　
平
成
三
十
年
度
退
任
役
員
挨
拶

７
　
平
成
三
十

一
年
度
役
員
紹
介

８
　
閉
会

の
辞

す
べ
て
の
議
案
が
満
場

一
致

で
可
決
さ
れ
、
石
田

会
長
を
は
じ
め
平
成
三
十

一
年
度

の
新
役
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

礼ヽ

文
化
体
青
振
興
会
総
会

滞
り
な
く
終
了

今
年
度
も
、
土
曜

日
に
授
業
を
行
い
、

午
後
に
授
業
参
観
、

総
会
を
行
う
形
を
継

続
し
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
後
に
は
進
路
講

話

（保
護
者
の
た
め

の
進

学
資
金
説

明

会
）
、
三
学
年
保
護
者

会
を
合
わ
せ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈第

一
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
が
、
五
月
十
日

（金
）
、

七
飯
町
内
の

「
か
み
む
ら
」
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
会
で
は
、
今
年
度
の
具

体
的
な
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
行
う
な
ど
活
発
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
役
員
会
終
了

後
に
は
、
新
旧
役
員
、

新
任
教
職
員
を
交
え
て

の
懇
親
会
が
同
じ
場
所

で
開
か
れ
、
相
互
に
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

H31年 度

総務部

PTAだ より (112号 )の発行 5/310
PTAだ より (113号 )の発行 9′//30(月 )

PTAだ より (114号 )の発行 3′//1(日
)

大沼湖畔一周ロードレース大会支援者打合せ 9/19(N

大沼湖畔一周ロードレース大会支援 10/4(a

交通安全キャンペーン参加 10/24囚

○平成31年度 年間活動計画

●総務部

●研修部 (学校祭)

●研修部 (研修会・レク)

●生活部

査
校
長

西 長 福 和 佐 村 渡 河 佐 中 小 石

村  田 田藤 田邊 合 藤 畑 杉 田

哉 真 真 美   り宣 め 弘 哲 知
希 千      ぐ

子 恵 子 香 樹 緑 工 孝 み 子 也 也
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二
学
年
委
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直
　
義聡

な
つ
え

久
美
子

桐
　
子

円
山
　
健

一

加
藤
　
秀
昭

加
賀
美
砂
百
合

石
川
惣

一
郎

工
藤
　
健
剛

本
多
　
史
和

小
野
寺
幸
子

〈
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
〉

ク  ′′  ク

学
年
委
貝

教 教教 教 事 教

務
松 吉 伊 瀬 木 豊 中

原 田 藤 戸 田 岡村

専門部

研修部

(学校祭 )

担当者会議 6//4(匁

拡大担当者会議 6/20(本 )

前 |1諸準備 7//6(1〕

当日食堂経営業務 7//7(日 )

反省会 (懇親会) 7/190

内  容

湖
:修

部

(研修会・レク)

担当者会議 7/19n
研修会 未定

専門部 内  容 H31年 度

付11舌吉Б
赤松街道納涼祭夜店巡視 7//7(日 )

大中山神社祭典巡視 9/4囚
※L飯町町P連 ミニバレーは、参加者を募り希望者がいる場合は参加

専門部 内  容

内  容 H31年度

専門部 H31年 度



(3) PTAだ より「松 並 木」 令和元年 5月 31日 (金 )

本
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
、

コ
ン
コ
ー
ド
カ
ー
ラ
イ
ル

高
校
の
コ
ン
サ
ー
ト
バ
ン

ド
五
十
七
名
が
九
年
ぶ
り

に
来
町
し
、
四
月
十
六
日

（火
）
に
本
校
で
吹
奏
楽

局
と
の
親
善

コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
見
事
な

パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
に
全
校

生
徒
が
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
授
業
に

も
参
加
し
交
流
を
深
め
、
あ
ら
た
め
て
国
際

交
流
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

の
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
両
校
の
絆
を
さ
ら
に
強

め
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ようこそ|七 餃高,ヘ

●

（
　

一

一
年
生
に
と

つ
て
入
学
後
の
最
初
の
大
き

な
行
事
と
な
る
宿
泊
研
修
が
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
大
沼
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

強
風
の
た
め
ボ
ー
ト
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
様
々
な

活
動
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
達
と
の
交
流

を
深
め
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
日

目

函
館
大
学

。
函
館
短
大
見
学

職
業
説
明
会
、
校
歌
発
表
会

二
日
目

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ア
イ
ス
製
作
、
緑
峰
祭
事
前
学
習

三
日
目

大
沼
水
質
調
査

嘔
鼈
鰈
輻

対面式

スマホ・ケータイ教室

部局紹介

交通安全・防犯教室

生徒総会壮行式

コンサ■トノヽンド来機

カ織
l

薇

:

震
ヽ

―/  ・警

菫 (. 静
爾

雫



令和元年 5月 31日 (金 ) PTAだ より「松 並 木」 (4)
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平 成 30年 度 卒 業 生 進 路 決 定 状 況

、ヽ

◆ 国公立大学現役 3名合格

◆ 高等看護学校現役14名合格

◆ 大手 0人気企業内定多数

◆ 北海学園大学現役 2名合格

◆ 就職100%内定

◆ 事務系も内定多数

進路

年度

進 字 就 職 進路

未定
ノゝ

計卜 高
ノヽ ‐■= 短 大 看 護 専修 予定 小 計 管 内 道内 道外 公務員 予定 小 計

平
30成
年
度

ブ つ 12 0 16 30 14 3 3 3 0 23 0 53

女 5 7 9 14 0 35 17 0 0 19 0 54
=ユ日 l 17 7 10 30 65 31 4 4 3 0 42 0 107

《短期大学》

《高等看護学校》

学 校 不斗 人数

国
公
市

北海道教育大学函館校 教育 国際協働グループ

高知大学 人文社会科学 人文社会科学

大 公立千歳科学技術大学 理 工

北海学園大学
経 済 経済

人文 日本文化

酪農学園大学 農食環境学群 食と健康学類

札幌学院大学 経済 経済

北海商科大学 商 商

札幌国際大学 スポーツ人間 スポーツビジネス

北翔大学 生涯スポーツ
健康福祉

スポーツ教育 2

星撻道都大学 美術 デザイン

函館大学 商 商 3

聖徳大学 心理・福祉 社会福祉
△ ニユ

員 | 17

人数

北海道武蔵女子短期大学
英文

教養

函館短期大学 保育 2

函館大谷短期大学
コミュニティ総合

子ども

和泉短期大学 保育

〈
ロ 計 7

公 市立函館病院高等看護学院 3
▲∠_ 北海道立江差高等看護学院

函館看護専門学校 3

函館市医師会看護専門学校 6

首都医校

△
口 計 14

□「やる気」と「前向きな姿勢」

□指示された仕事を「理解する力」

□報告書を書く「文書能力」

□在庫管理の計算をする「基礎学力」

□「知識・技能」

□「思考力・判断力・表現力」

□「主体性を持って多様な人々と協
働 して学ぶ態度

□国内的には少子高齢化 による生産

人口の減少

□世界的にはグローバル化の拡大

□AI(人工知能)が 日常生活に浸透

□肉体労働も知的労働 もAIに奪わ
れる

学  部

《大  学》

学 校 名 学  科

学 校 名 人数
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教
頭

円

山

健

一

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
札
幌
南
高
校
定

時
制
か
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

道
南
勤
務
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
に
函
館
に

住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
地
で
勤
務

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

着
任
し
て
か
ら

一
か
月
以
上
経
過
し
ま
し

た
が
、
素
直
で
明
る
い
生
徒
に
心
が
和
み
、

活
発
な
部
活
動
に
感
心
し
、
ま
た
、
国
際
交

流
や
環
境
教
育
な
ど
特
色
の
あ
る
取
組
が
あ

り
、
有
意
義
な
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。
こ

の
七
飯
高
校
の
伝
統
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た

め
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
保
護
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
ご
支
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
語
科

担
当
教
科
は

一
学
年
国
語
総
合
。
部
活
動

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
。
分
掌
は
生
徒
指
導
部

で
す
。
出
身
は
横
浜
市
。
経
歴
は
神
奈
川
県

の
湘
南
高
校

（定
時
制
）
を
振
り
出
し
に
都

岡
高
校
。
北
海
道
に
来
て
、
苫
小
牧
工
業
高

校
、
本
古
内
高
校
、
官
川
高
校
、
松
前
高
校
、

高

梨

義

朗

函
館
稜
北
高
校
を
渡
り
歩

い
て
き
ま
し
た
。

七
飯
高
校
の
生
徒
の
印
象
は
、
今
ま
で
経
験

し
て
き
た
学
校
の
中
で

一
番
素
直
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
自
己
主
張
が

苦
手
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
を
他

校
に
負
け
な
い
よ
う
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

高
い
日
標
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
厳
し

い
こ
と
を
要
求
し
ま
す
が
負
け
ず
に
付
い
て

来
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
「現
状
維
持

は
後
退
」
「準
備
な
く
し
て
勝
利
な
し
」
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

英
語
科河

原
井
　
規
　
子

こ
の
度
函
館
西
高
校
か
ら
赴
任
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
教
科
は
英
語
、
今
年
度
は

一
学

年
の
英
語
Ｉ
と
二
年
生
の
選
択
英
語
表
現
Ｉ

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
部
活
動
は

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
局
の
顧
門
と
女
子
バ
レ
ー
部

の
副
顧
問
を
担
当
、
ま
た
進
路
指
導
室
に
常

駐
し
て
お
り
ま
す
の
で
生
徒
の
み
な
さ
ん
の

進
路
実
現
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

生
徒
さ
ん
は
と
て
も
明
る
く
行
事
や
部
活

動
に
も
積
極
的
で
着
任
し
た
ば
か
り
の
私
に

も
き
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
で
、
私

も
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。　
一

日
も
早
く
チ
ー
ム
七
高
の
戦
力
と
な
り
生
徒

さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
成
長
や
自
己
実
現
の
サ

ポ
ー
ト
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

音
楽
科

こ
の
度
、
道
束
の
白
糠
高
校
か
ら
赴
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
、
伊
藤
真
美
と
申
し
ま
す
．

教
科
は

一
。
二
年
生
の
音
楽
と
三
年
生
の
器

楽
を
受
け
持
ち
、
吹
奏
楽
局
の
顧
間
と
生
徒

指
導
部
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
七
飯
高
校

に
赴
任
し
て

一
ヶ
月
経
ち
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
の
み

な
さ
ん
の
明
る
い
雰
囲
気
に
と
て
も
心
温
ま

る
思
い
で
毎
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
テ
ー
ム
七
高
の

一
員
と
し
て
、

微
力
な
が
ら
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
充
実
し
た

学
校
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
と
、

楽
し
く
有
意
義
な
授
業
を
心
が
け
て
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

英
語
科大

崎

裕

稀

今
年
度
か
ら
、
新
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

英
語
科
の
大
崎
裕
稀
（お
お
さ
き
　
ゆ
う
き
）

と
申
し
ま
す
。

私
は
昨
年
度
ま
で
、
大
学
に
在
籍
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
教
員
と
し
て
、
そ
し
て
社

会
人
と
し
て

一
年
目
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に

「右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
」
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、　
一
年
目
だ
か
ら
こ
そ
、
つ
い
先
日

ま
で
大
学
生
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
生
徒
の
皆

さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

伊

藤

盲

哺白

ヲに

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん

が
社
会
の

一
員
に
な
る
前
に
出
会
う
数
少
な

い

「大
人
」
と
し
て
、
そ
し
て
繊
細
で
、
純

粋
な
生
徒
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
過
程
に
関

わ
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る

「大
入
」
と
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
力
に

な
り
、
そ
し
て
私
自
身
も
成
長
し
た

い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。国

語
科山

　
田

こ
の
度
、
新
任
の
教
員
と
し
て
着
任
致
し

ま
し
た
、
山
田
翼
と
申
し
ま
す
。
教
科
は
、

一
年
生
の
国
語
総
合
、
二
年
生
の
選
択
授
業

の
国
語
表
現
を
、
部
活
動
は
、
野
球
部
を
担

当
し
ま
す
。
ま
た
、　
一
年

一
組
の
副
担
任
を

受
け
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
大
学
卒
業
し

た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、

生
徒
の
成
長
を
促
し
つ
つ
、
生
徒
と
共
に
勉

強
し
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
の
は
、
七
飯
高
等

学
校
に
来
て
か
ら
九
日
日
で
、
前
期
が
始

ま

っ
て
二
日
目
で
す
が
、
生
徒
が
元
気
に
楽

し
く
学
校
生
活
を
見
て
、
幸
せ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
彼
等
彼
女
等
の
自
己
実
現
を

支
援
で
き
る
よ
う
、
「
チ
ー
ム
七
高
」
に
貢

献
で
き
る
よ
う
全
力
で
頑

張
り
ま
す
ノ
・

よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
／

翼
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養
護
教
諭

小
野
寺
　
幸
　
子

こ
の
度
、
函
館
稜
北
高
校
か
ら
着
任
し
ま

し
た
小
野
寺
幸
子
と
中
し
ま
す
。
保
健
に
関

す
る
こ
と
や
負
傷
時
の
災
害
給
付
の
手
続
き

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
七
飯
高
校
の
生

徒
さ
ん
は
、
明
る
く
素
直
と
い
う
の
が
第

一

印
象
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
お
子
様
が
元
気

に
学
校
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
陰
か
ら
支
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
養
護
学
校
で
の
勤
務
経

験
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
性
の
多
様
性
な
ど

を
は
じ
め
と
し
て
普
通
の
学
校
に
お
い
て
も

必
要
に
応
じ
て
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

保
健
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
実
習
助
手

佐

藤

宏

恵

こ
の
度
、
函
館
中
部
高
校
か
ら
着
任
い
た

し
ま
し
た
佐
藤
宏
恵
と
申
し
ま
す
。
着
任
し

て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
、
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
毎
日
で
す
が
、
七
飯
高
校
は
明

る
く
、
温
か
い
学
校
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
も

一
日
も
早
く
七
飯
高
校
に
馴
染
み
、

テ
ー
ム
七
高
の

一
員
と
し
て
、
生
徒
の
皆
さ

ん
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
笑
顔
で
送
れ
る

よ
う
に
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。　
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
長

こ
の
度
、
槍
山
管
内
の
上
ノ
国
高
校
か
ら

着
任
し
ま
し
た
加
藤
秀
昭
と
中
し
ま
す
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
様
々
な
御
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
前
任

校
は
小
規
模
校
で
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
か

ら
の
地
元
高
校
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を

常
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
当
校
に
お
い
て
、

保
護
者
の
期
待
や
信
頼
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
勉
強
や
部
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

事
務
職
員

坂

本

佳

純

こ
の
度
、
事
務
員
と
し
て
着
任
致
し
ま
し

た
、
新
採
用
の
坂
本
佳
純
で
す
。　
二
月
に
高

校
を
卒
業
し
、
四
月

か
ら
社
会
人

一
年
目

と
し
て
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
は
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
べ
て
手
探
り
状
態

な
の
で
す
が
、
こ
の

学
校
を
支
え
る

一
員

と
し
て
早
く

一
人
前

カロ

藤

秀

昭

に
な
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
保
護
者

の
皆
様
に
は
、
電
話
対
応
や
窓
口
対
応
な
ど

で
失
礼
な
態
度
を
取

っ
て
し
ま

っ
た
り
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、　
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

６
月
５
日
（水
）
～
６
月
７
日
（金
）

…
前
期
中
間
考
査

６
月
９
日
（日
）
…
高
三
進
研
Ｍ
模
試

。
高
三

看
護
模
試
②

６
月
１１
日
（火
）
…
防
災
訓
練
①

６
月
１４
日
（金
）
…
漢
字
検
定
①

６
月
１５
日
（土
）
…
高
二
看
護
模
試
①

・
高
三

公
務
員
模
試
④

６
月
１６
日
（日
）
…
全
商
珠
算
・電
卓
実
務
検
定

６
月
２２
日
（土
）
…
数
学
検
定
①

６
月
２３
日
（日
）
…
全
商
簿
記
実
務
検
定

６
月
２９
日
（土
）
…
高
三
進
研
模
試

。
高
二

・

一
総
合
学
カ
テ
ス
ト

６
月
３０
日
（日
）
…
全
商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
実
務

検
定

７
月
６
日
（土
）
～
７
日
（日
）

…
緑
峰
祭
（学
校
祭
）

７
月
８
日
（月
）
～
９
日
（火
）

…
振
替
休
業

７
月
１２
日
（金
）
…
高
三
公
務
員
模
試
⑤

７
月
１７
日
（水
）
～
１８
日
（木
）

…
就
業
体
験
（二
年
）

７
月
２５
日
（木
）
…
全
校
集
会

７
月
２６
日
（金
）
～
８
月
１８
日
（日
）

…
夏
季
休
業

８
月
１９
日
（月
）
…
全
校
集
会

８
月
２４
日
（土
）
…
高
三
看
護
模
試
③

・
高
二

看
護
模
試
②

９
月
３
日
（火
）
～
５
日
（木
）

…
前
期
期
末
考
査

９
月
７
日
（土
）
…
学
校
説
明
会
（生
徒
登
校
日
）

９
月
８
日
（日
）
…
全
商
英
語
検
定

９
月
９
日
（月
）
…
振
替
休
業

９
月
１４
日
（土
）
…
高
三
ベ
ネ
ッ
セ

・
駿
台
Ｍ

模
試

９
月
１８
日
（水
）
…
生
徒
会
役
員
選
挙

９
月
２１
日
（土
）
…
高
三
看
護
模
試
④

・
高
二

公
務
員
模
試
①

９
月
２２
日
（日
）
…
全
商
情
報
処
理
検
定

９
月
２５
日
（水
）
～
２６
日
（木
）

…
体
育
大
会

９
月
２８
日
（土
）
～
３０
日
（月
）

…
学
期
間
休
業

聰

鰊

薇

薇

「松
並
木
」
一
一
二
号
が
完
成
い
た
し
ま
し

た
の
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
編
集
に
際
し
、

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
専
門
部
で
様
々
な
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
忙
し
い
毎
日
と

は
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様

に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

輪
が
少
し
で
も
広
が

っ
て
欲
し
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

印
刷
／
仰

島

本

印

刷


